
 

 

 

 

 

 

 

  α－Ｆｅ材料ＯＤＦ解析結果の数値化 
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概要 

 複数の極点図からＯＤＦ解析が行われ、ＯＤＦ図、再計算点図、逆極点図までは機械的作業である。 

   入力データと再計算極点図からＲｐ％を計算し、入力データの評価を行った後、VolumeFraction計算が 

   行われる。VolumeFractionの評価は、VlumeFractionから計算し再々計算極点図と再計算極点図を用い 

   て再計算Ｒｐ％を計算し、評価が行われていが、再々計算Ｒｐ％の評価は難しい。 

   経験的に、Ｒｐ％のプロファイルは±１．５％に収まるが、再々計算Ｒｐ％の閾値は決められない。 

   VolumeFractionを扱わない、ＯＤＦ図、逆極点図の数値化を説明します。 

   ODFソフトウエアは、ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ解析結果（ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで確認）他のＯＤＦでも可能 

  

 Rp％評価 

  

 ±１．５％以内を確認 

 もし、右側が下がるようであれば、ｄｅｆｏｃｕｓ確認（最適化Ｒｐ％を試す） 



ＯＤＦ図の評価 

 

データベースの確認、確認する方位の選択 

 

 

 

 

 



検索方法を指定 

 

 

方位密度が計算される。    グラフ表示 

 

 

 



複数試料の方位密度比較を行う（ｈｋｌｕｖｗｌｉｓｔＤｉｓｐｌａｙ） 

 

 

最大８試料比較が可能 

 

 

 

 

 



逆極点図の数値化 

ベクトル法３６Ｂｏｘに対し、ＮＤ，ＲＤ，ＴＤ方向の数値化 

 

 ＮＤで計算を行う 

３６Ｂｏｘの％表示  

 



３６ＢｏｘのＲａｎｄｏｍ比率  

 

数値化 

     

 数値化から hkllistDsiplay で複数試料の比較が可能 



更に、GPInverseDisplayでは平均値ではなく、方位密度も得られます。 

 36Boxは Box固有な[hkl]方位位置の密度 材料指定した場合、材料の方位密度計算が行われる。 

 

   ％＜－＞Random切り替え 

 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ２と同一のＢｏｘ平均％，Ｒａｎｄｏｍリスト表示など 

 すべての機能を実現 

 



さらに ３６Ｂｏｘ内代表的方位密度計算 

  

 

 

 

 



３６Ｂｏｘリスト表示 

       Ｂｏｘ内平均値（％）切り替え可能 

 

 

 ＶＮｕｍｂｅｒ：Ｖｅｃｔｏｒ法３６ＢｏｘＮｕｍｂｅｒ 

 ＢｏｘＮｕｍｂｅｒは外周右回り番号 

 

 

 

 

 

 

 



α－Ｆｅの場合 

  

 

 

 

 

 寂しい表示になります。 

 


